　令和７年１月１日

令和７年度年頭所感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸東部青果卸売協同組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　　後藤雅弘
新年明けましておめでとうございます。年頭にあたり謹んで新春のお慶びを申し上げますと共に、平素のご厚情に対し心から厚くお礼申し上げます。

昨年の政治・経済は、自民党派閥の政治資金パーティーを巡る裏金問題が大きな節目を迎えました。岸田内閣は総辞職し、衆議院議員選挙が行われましたが、自民党と公明党の与党は過半数を下回り、石破茂を首相とする新しい内閣が発足しました。その後、野党の掲げる年収の壁の見直しが大きな話題となりました。また、経済におきましては、穏やかな回復基調となりました。一方で、株価・為替の急激な変動、円安の影響や金融引き締め、資源価格の高止まりによるインフレの継続、ロシアによるウクライナの軍事侵攻の長期化と中東地域に拡大した武装勢力間の衝突、根拠のない中国の領有権問題など地政学的リスクは高まり、先行き不透明な状況が継続しております。
さて、卸売市場を取り巻く環境は、急激な気候変動の影響、自然災害の多発、予想を上回る少子高齢化などの社会構造の変化等、環境問題をはじめとする社会的要請の高まりをうけ、いかに食の安全・安心を守るか、さまざまな課題が顕在化しています。今年は場内物流等の問題もあり、流通の分野の問題が多く発生してまいります。当市場は、優れた交通アクセスを生かして、大規模災害などの危機事態の際の食に関するライフラインの維持という重要な役割を担っており、他市場と連携して市民へ生鮮食料品の安定供給を行う体制を整えなければなりません。今後も危機管理における公共インフラとしての役割に鑑み、様々な事態に備えた実効性ある計画づくり、体制作りに努め、市民生活の危機に備える必要があります。当組合と致しましては、関係者の皆様と連携・協力しながら機能と役割を果たして参ります。本年も引き続き、関係各位のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げますと共に、皆様方には、益々のご活躍ご発展とご健勝を心からご祈念申し上げまして年頭の挨拶とさせて頂きます。
